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ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

よ
る
認
識
論
的
な
悟
り
の
世
界
が
展
開
し
た。

一

方
で
は
ル
ド
ル
フ
・

オ
ッ
ト
ー
が
、

宗
教
の
本
質
は
非
合
理
な
も
の
(
<l
a
s

Ir
rati
o
n
al
e)
 

眼
(
G
eist
es
a
u
ge)
」

と
も
言
う
べ
き
も
の
で
な
さ
れ
る
と
主
張
す
る
如
く、

宗
教
の
神
秘
主
義
的
性
質
が
本
質
と
し
て
強
調
さ
れ

て、

し
ば
し
ば
否
定
的
に
(
vi
a
n
e
g
ati
va)

の
み
説
か
れ、

ま
た
禅
で
「
言
語
道
断」

と
か
「
千
聖
不
伝」

と
か
言
い
、

(
1)
 

か
る
」

と
説
教
し
た
如
く
で
あ
る。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
「
聖
者」

を
表
わ
す
m
u
ni
l;i
の
派
生
名
詞
m
a
u
n
a
m
は
「
沈
黙」

を
意
味
す
る。

苦
行
の
実
践
に
よ
る。
『
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』

第
十
巻
一
―――
六
篇
で
頌
さ
れ
る
神
秘
的
自
在
力
の
世
界
か
ら、

仏
教
に
到
っ
て
瞑
想
に

の、

宗
教
的
認
識
で
あ
る
が
、

自
内
証
と
さ
れ
て
や
は
り
そ
の
ま
ま
伝
達
で
き
な
い
所
が
、

或
る
非
合
理
な
宗
教
的
本
質
を
保
持
し

序

ム
ニ
の
神
秘
的
性
格
は

ョ
ー
ガ
は
苦
行
か
ら
瞑
想
に
な
る。

自
内
証
と
雖
も
修
道
次
第
で
到
達
可
能
な
境
地

ェ
ッ
ク
ハ
ル
ト
も
「
神
に
つ
い
て
口
を
開
く
と
ま
す
ま
す
神
か
ら
遠
ざ

ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
の
「
中
論』

序
の
い
わ
ゆ
る
「
八
不
」

の
よ
う
に、

ー
婆
羅
門
教
と
の
聖
典
論
争
を
め
ぐ
っ
て
—
|ー

木

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

で
あ
り、

宗
教
的
認
識
は
「
霊
の

村

俊

彦



て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
そ
の
完
成
者
、
が
「
覚
者
（
ず
ロ
門
E
F
m
w
F
）
」
と
呼
ば
れ
、
更
に
は

『
ラ
リ
タ
・
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』

で
「
世
尊
よ
汝

は
認
識
根
拠
た
る
か
た

G
5
5
M山
口
与
F
D
E
｝
乙
で
あ
り
最
高
の
現
証
者
（

3
5
5
8巴
内
包

σ吉
匂
宮
町
〉
で
あ
る
、
」
と
言
わ
れ
る
。
デ
ィ

（

3
）
 

グ
ナ
l
ガ
に
注
目
さ
れ
て
、
主
著
『
プ
ラ
マ

i
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
の
礼
拝
備
に
使
わ
れ
た
。

（

4
）
 

「
認
識
根
拠

8
5
5
m
g
m
g）
」
は
仏
教
の
哲
学
的
基
礎
付
け
の
キ
i

・
ワ
l
ド
に
な
る
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
カ
ン
ト
の
要

請
論
的
宗
教
論
よ
り
も
合
理
的
な
宗
教
哲
学
が
こ
の
語
を
テ
l

マ
と
し
て
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
即
ち
七
世
紀
の
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
主
著
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
・
ヴ
ァ

l
ル
テ
ィ
カ
」

に
於
て
、
宗
教
的
認
識
を
苦
・
集
・
滅
・

道
の
四
原
理
、
詳
細
に
は
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
等
十
六
相
の
知
だ
と
し
、
そ
れ
を
言
葉
に
よ
っ
て
伝
え
た
も
の
が
彼
の
認
め
る
聖

典
（
muω
可
ωBHMFmω
宮
町
長
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
婆
羅
門
教
の
中
心
テ
l
ゼ
で
あ
る
ヴ
ェ
ー
ダ
等
の
啓
示
聖
典
を
宗
教
的
認
識
根
拠
と

す
る
宗
教
的
言
語
（
山
与
門

ze
論
と
自
比
量
章
で
論
争
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
は
紙
幅
の
許
す
限
り
で
そ
の
哲
学
的
な
報
告
を
行
な

う
も
の
で
あ
る
。

の
試
み
で
あ
る
）

彼
が
論
理
学
を
扱
う
べ
き
自
比
量
章
で
宗
教
的
言
語
論
を
扱
っ
た
の
は
、
第
一
節
以
下
（
宗
教
章
の
研
究
同
様
、
分
節
は
私
自
身

（

5
）
 

の
論
理
学
（
マ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
本
宵
抑
止
冨
ω
1
ち
）
、
第
二
節
以
下
の
ア
ポ
l

ハ
論
（
同

F
色
j
自
由
）
に
よ
る
一
般
的

言
語
論
に
引
き
続
き
、
宗
教
的
言
語
論
を
最
後
の
第
三
節
以
下
（
F

N

H

ア
1ω
お
と
で
論
ず
る
と
い
う
テ
l

マ
の
展
開
に
な
っ
て
い
る

故
で
、
第
二
節
と
第
三
節
に
な
る
主
題
を
扱
っ
た
部
分
は
前
掲
小
著
付
篇
の
ご
と
五
で
見
た
。
ま
た
宗
教
章
で
も
聖
・
俗
の
言
語
論

に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
じ
め
に
一
般
的
言
語
論
、
次
に
宗
教
的
言
語
論
の
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
よ
る
原
論
を
概

観
し
よ
う
。



（

1
）
 

本
稿
は
第
三
十
回
東
北
印
度
学
宗
教
学
会
学
術
大
会
に
お
け
る
課
題
研
究
「
宗
教
的
認
識
と
伝
達
」
で
の
口
頭
発
表
「
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ア
ー

ル
テ
ィ
カ
』
自
比
量
章
に
お
け
る
聖
典
論
」
を
中
心
に
敷
街
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
の
詳
論
は
、
小
稿
「
神
秘
主
義
の
哲
学
的
基
礎
付

け
（
続
）
」
（
『
東
海
女
子
大
学
紀
要
』
第
六
号
）
を
見
ら
れ
た
い
。
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
仏
教
聖
典
論
す
な
わ
ち
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ァ
l
ル

テ
ィ
カ
』
自
比
量
章
第
三
節
の
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
考
察
は
、
小
著
『
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
宗
教
哲
学
の
研
究
』
（
木
耳
社
、
昭
和
六
十
二
年
〉

の
付
篇
五
「
自
比
量
章
に
お
け
る
聖
典
論
」
に
譲
る
。

本
学
会
第
二
十
九
回
学
術
大
会
で
、
伊
藤
道
哉
君
が
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
言
う

σ
E
E与
は
単
に
「
知
者
」
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ

た。こ
の
指
摘
は
服
部
正
明
教
授
「
思
官
似
m
p
Oロ
P
日
υσ
耳
目
。
ロ
」
（
出

ω
2
R仏
O
E
S
E
H
m
R－oω
〉
に
依
る
。
他
の
経
典
を
博
く
渉
猟
し
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
と
先
生
は
言
っ
て
お
ら
れ
る
。
他
の
典
籍
で
こ
の
称
号
に
お
気
付
き
の
方
は
御
教
示
下
さ
い
。

Q
－
∞
宮
山
口
付
巴
－
5RwωENCHH戸
の
巳

S
Z
（
小
著
前
掲
書
〉

「
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ァ
l
ル
テ
ィ
カ
』
自
比
量
章
の
偶
番
号
は
仮
に
自
註
を
伴
っ
た
マ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
編
集
の
も
の
を
用
い
て
、
ニ
ョ

l
リ
本
と
校

合
し
て
小
著
付
篇
と
統
一
し
た
が
、
宗
教
章
研
究
の
方
法
論
と
共
通
せ
し
め
れ
ば
、
サ
l
ン
ク
リ
ト
ヤ
l
ヤ
ナ
編
集
の
侮
本

G
。
ロ
ヨ
包
。
ご

Z

回
目
『
山
円
山
口
弘

O
江
田
町
凶
同
2
0
Rの
Fω
。。－

oq
〈。－－
M
品

同

点

ω－H
I
N
－司町民ロ
ω
巴
ω∞
）
に
依
る
べ
き
か
。
ま
た
続
い
て
サ
l
ン
ク
リ
ト
ヤ
l
ヤ
ナ
が

公
表
し
た
マ
ノ
l
ラ
タ
ナ
ン
デ
ィ
ン
の
註
釈
が
あ
り
、
自
註
お
よ
び
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
の
複
註
と
並
ん
で
好
資
料
で
あ
る
。

S
・
D
－
シ
ャ
l

ス
ト
リ
の
再
編
集
し
た
回
き
己
島
出
回

F
m
w
g
z
ω
R－g
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ピ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ

l
は
小
著
の
序
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

自
註
の
他
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
と
マ
ノ

i
ラ
タ
ナ
ン
デ
ィ
ン
の
註
釈
で
解
釈
、
尚
自
比
量
章
自
註
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
（
東
北
大
学
図
書
館
所
蔵

本
・
東
北
目
録
第
四
一
一
一
六
）
を
、
塚
本
啓
祥
先
生
の
お
は
か
ら
い
で
見
て
い
る
。

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

一
般
的
言
語
論

イ
ン
ド
に
お
け
る
言
語
哲
学
は
婆
羅
門
教
の
ヴ
ェ
ー
ダ
学
に
付
随
し
て
起
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
ダ
学
自
体
が
紀
元
前
五
百
年
頃
の
ヤ
i

ス
カ
の
『
ニ
ル
ク
タ
』
に
豊
か
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
言
語
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
般
的
言
語
論
の
基
本
テ
l
マ
の
ひ
と
つ
「
語

義
」
が
個
物
を
表
わ
す
か
属
性
一
般
相
を
表
わ
す
か
の
論
争
は
二
世
紀
程
後
の
パ

l
ニ
ニ
の
原
論
を
経
て
更
に
一
世
紀
程
後
の
カ

l

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論



四

ト
ヤ
l
ヤ
ナ
の
評
釈
に
明
瞭
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
西
暦
前
二
世
紀
頃
と
見
ら
れ
て
い
る
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
が
『
マ
ハ

l
パ
l
シ
ュ
ヤ
』

で
両
論
併
記
を
行
っ
て
、
源
流
の
興
味
深
い
資
料
に
な
っ
て
い
る
。

い
ま
ひ
と
つ
の
形
市
上
学
は
言
葉
の
本
体
論
で
、
語
義
の
不
変
性
か
ら
言
葉
の
本
体
を
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
は
「
ス
ポ
l
タ
」
と
名
付

け
て
、
無
常
な
音
声
の
根
源
に
秘
在
す
る
言
葉
の
本
質
を
考
え
た
。
こ
の
両
言
語
哲
学
は
西
暦
五
百
年
頃
の
言
語
哲
学
者
パ
ル
ト
リ

ハ
リ
と
、
六
百
年
頃
の
祭
式
哲
学
者
ク
マ

1
リ
ラ
に
よ
っ
て
詳
細
に
考
究
さ
れ
、
ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
は
こ
れ
ら
と
対
決
し
て
自
ら

の
言
語
哲
学
を
も
の
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
仏
教
論
理
学
派
の
先
駆
け
で
あ
る
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
の
主
著
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ

（

2
）
 

ヤ
』
第
五
章
の
い
わ
ゆ
る
ア
ポ
l
ハ
論
を
基
本
に
し
て
、
自
ら
の
言
語
哲
学
を
展
開
し
た
。
し
か
し
認
識
論
的
に
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ

独
自
の
表
現
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
宗
教
章
の
第
一

a
節
の
原
典
研
究
で
見
た
よ
う
に
、
言
葉
の
機
能
を
話
者
の
意
思

S
F
q芯
宮
町
〉

を
表
詮
す
る
こ
と
に
求
め
、
外
界
の
対
象
に
基
か
な
い
、
と
限
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

外
界
の
対
象
に
基
づ
か
な
い
と
の
認
識
論
は
、
白
比
量
章
第
二
節
以
下
の
、
言
葉
と
判
断
知
の
対
象
は
異
相
排
除
宮
ミ
削

3
E
F）

と
い
う
消
極
的
消
去
法
的
手
段
で
観
念
的
に
仮
構
し
対
象
自
体
に
付
託
さ
れ
た
普
遍
相
〔
類
（
〕
営
F
乙
で
あ
る
と
い
う
理
論
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
る
。
言
語
学
派
が
実
在
視
す
る
「
類
」
は
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
に
よ
る
と
逆
に
言
葉
の
表
示
す
る
類
が
意
味
上
の
類
と

し
て
意
識
の
上
に
表
象
し
、
こ
れ
を
包
『
ユ
g
u
ω
l
r包古川
SMF
と
呼
ん
で
い
る
。
外
界
の
「
類
」
が
言
葉
を
通
し
て
概
念
化
さ
れ
認
識

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
用
語
は
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
も
用
い
る
。
そ
も
そ
も
「
他
相
の
排
除
」
と
い
う
理
論
は
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
に

淵
源
が
求
め
ら
れ
る
。
『
ヴ
ァ

l
グ
ヤ
・
バ
デ
ィ

l
ヤ』

で
次
の
如
き
文
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

< er' 
巴〈 ロ晴
名l 包
釦1 向1
吋ロ
.~I ~I 

言； ・S 
c-. < 
ず。JI

g 古

閑 包
~ム.！.
(f) rt 
ミ〈ミ〈
~ ~I 

g:'. ~I 
ζI  rt 

~忠
喜l ロ・
2ト丘
0 ~I 
~耳

~ p:;, 
吋 (f)s- ~ 
「1'- rt 
(t) ~ 、g:

~I 
〈
炉ー－

~ 
~ ．ロa

、＼

（
〈
仙

W
M記
回
出
弘
司
ω
B
W
目。ロ
ω
円。
ωω

｝
内
昨
・

ω
R－
HHHW
に・
HCω
）



「
そ
れ
〔
語
義
〕
は
ま
た
個
別
を
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
合
を
本
質
と
す
る
同
種
の
も
の
で
あ
る
。
類
の
部
分
が
働
く
故
に
、
個

別
な
る
も
の
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
在
す
る
の
だ
。
」

デ
イ
グ
ナ
l
ガ
（
の
．
品
∞
c
j
印品
c
〉
は
「
〈
剖
－
内
可
ω一円｝

行
な
つ
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
を
’

2
8
E
E
と
主
張
す
る
i
ー
ー
但
し
言
語
学
者
と
し
て
言
葉
自
体
か
ら
成
る
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
な
す
｜
｜

（

6
）
 

テ
i
ゼ
を
唯
識
論
に
援
用
し
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
の
認
識
を
論
じ
て
宗
教
的
勝
義
的
な
価
値
を
否
定
し
、
論
理
的
認
識
と

同
価
と
し
た
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
は
、
言
葉
の
対
象
も
「
所
作
性
」
等
の
分
別
知
、
つ
ま
り
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
の
言
う
包
｝
弓
削
円
。
ヨ
lw巳
U
S
M

と
同
様
と
見
、
更
に
「
個
別
の
否
定
♀
F
O
E－

mwH5FmwF
）
」
か
ら
「
別
異
の
否
定
（
g
E
l
m
w
旬。
F
m
w
F
）
」
を
思
い
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
自
比
量
章
の
聖
典
論
を
扱
う
第
三
節
の
直
前
で
、
一
般
的
言
語
論
を
総
括
し
て
い
る
。

「
言
葉
の
対
象
〔
意
味
〕
は
分
別
知
尖
巳
宮
巴
l

〕
忠
告
何
回
目
〉
の
境
と
し
て
分
別
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
（
分
別
さ
れ
た
）
あ
り

か
た
（
色
町
民
自
ω『
）
は
実
有
を
所
依
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
正
理
を
吐
く
人
〔
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
〕
に

説
か
れ
て
い
る
。
」
（
一
二
五
億
）

「
言
葉
は
実
有
宮
内
g
g
F）
と
結
び
付
か
な
い
か
ら
、
そ
れ
か
ら
対
象
は
開
示
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
話
者
の
意
思
を
表
詮
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
」
（
一
二
六
億
）

そ
の
話
者
が
真
に
聖
者
（
創
立
与
〉
で
あ
る
と
き
、
言
葉
は
聖
典
と
な
る
。
す
な
わ
ち
宗
教
的
言
語
論
の
展
開
で
あ
る
。

（

1
）
 

言
語
学
派
の
言
語
哲
学
の
概
観
は
金
倉
園
照
博
士
『
印
度
中
世
精
神
史
上
』
第
二
章
（
言
語
の
哲
学
的
考
察
）
参
照
。
ヵ
l
ト
ヤ

i
ヤ
ナ
を

経
て
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
が
註
釈
し
た
こ
の
部
分
は
中
村
元
博
士
『
こ
と
ば
の
形
而
上
学
』
二
二
九
l
二
三

O
頁
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

五



ーノ＼

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

伊
原
照
蓮
博
士
「
陳
那
に
於
け
る
言
語
と
存
在
の
問
題
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
十
四
輯
）
参
照
。

小
著
前
掲
書
三
四
頁
参
照
。

小
著
前
掲
書
付
篇
一
ニ
、
「
ア
ポ
l

ハ
論
に
お
け
る
認
識
と
存
在
の
問
題
」
参
照
。

中
村
博
士
前
掲
書
二
三
三
頁
参
照
。

m，
g
c
d司巳
E
O門司口町関口
u
m
p
g宮
司
R
w
z
a
ω
め
即
日
開
己
主
n
r
Z口
問
（
当
日
。
ロ
2
N
E
Z
n
F門
広
三
位
二
庁
間
g
門
目
。
∞
昆
l
c
E
0
2
8
－gω
日
仏
・

ω
）
服
部
正
明
教
授
「
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
及
び
そ
の
周
辺
の
年
代
」
（
『
塚
本
頚
寿
記
念
仏
教
史
学
論
集
』
）

な
お
、
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
と
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
年
代
は
、

H
J
E
d
g
－－5
F
E
E
B
R
E
E
F
o
E
a。
弓
。
片
岡
ロ
E
S
F。
柱
。
（
者
N同∞
0
・

〈
）
に
依
る
。
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
に
つ
い
て
は
中
村
博
士
の
前
掲
書
の
他
、
同
・
〉
・

ω・〉可
2
・一田町内
W
2吾何回門戸（巴めのの
ωロ
わ
。
F
w
m
o
z
g〉
、
が
詳
論

し
て
い
る
。

宗
教
的
言
語
論

デ
ィ
グ
ナ
！
ガ
は
強
気
の
論
理
主
義
の
中
に
宗
教
的
認
識
も
含
ま
し
め
、
聖
人
（

S
g
e
の
言
葉
は
秀
れ
た
直
観
に
裏
う
ち
さ
れ

て
人
を
歎
か
な
い
（
当
日

g
gぐ
包
与
）
真
理
の
故
に
、
比
量
と
同
価
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
（
『
プ
ラ
マ

l
ナ
・
サ
ム
ッ
チ
ャ
ヤ
』
自

（

1
）
 

比
量
章
第
五
億
〉
た
だ
、
証
因
に
依
ら
な
い
で
人
を
超
え
た
直
観
に
依
る
所
が
大
き
い
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は

『
ニ
ヤ
l
ヤ
・
ス
l

ト
ラ
』
（
口

wr日

ω〉
で
言
う
、
聖
人
の
教
説
と
し
て
力
能
あ
る
言
葉
（
皆
豆
島
）
か
ら
、
経
験
界
外
の
認
識
が
得
ら
れ
る
、
と
す
る

対
論
者
に
似
て
い
て
結
果
的
に
経
作
者
ア
ク
シ
ャ
パ

l
ダ
が
前
引
し
た
対
論
と
同
じ
立
場
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、

一
体
に
ニ
ヤ
l
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
派
は
婆
羅
門
教
最
右
翼
の
よ
う
な
言
語
形
市
上
学
に
よ

る
聖
言
の
権
威
付
け
を
行
な
わ
ず

専
ら
そ
れ
を
話
す
聖
人
の
神
秘
的
直
観
に
よ
る
聖
言
の
権
威
付
け
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

特
に
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l

シ
カ
学
派
は
言
葉
を
即
物
的
な
物
理
現
象
と
み
な
す
と
共
に
（
虚
空
の
属
性
と
見
る
〉
、
ヴ
ェ
ー
ダ
の
教
証
た
る



も
認
め
て
お
り
、
〈
包

mg野町四
l
ω
2
5
5
（の忠付者向凶門円
ω
O
ユ
g
g
－ω
2・
）
戸
NWω
斗
一
回
〈
w
N
b
一
〈
F
Y
H
！
？
〈
F
N
w
f
u
p
N
H
は

そ
う
で
あ
る
。

プ
ラ
シ
ャ
ス
タ
・
パ

l
ダ
は
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
の
影
響
を
受
け
て
ヴ
ェ
ー
ダ
等
の
聖
典

SBDmqω
げ
）
の
教
証
を
理
証
た
る
比
量
に

（

2
）
 

含
ま
し
め
た
。
教
証
た
る
を
失
わ
な
い
ま
ま
理
証
に
含
め
、
か
っ
そ
の
権
威
は
説
示
者
た
る
聖
者
に
依
る
と
す
る
か
ら
、
彼
の
言
う

（

3
）
 

四
つ
の
認
識
根
拠
の
ひ
と
つ
、
聖
者
の
知
（
智
g
I
B
M
H
5
5）
と
重
複
し
、
非
常
に
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
。

デ
ィ
グ
ナ
I
ガ
も
聖
者
の
言
葉
が
秀
れ
た
直
観
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
と
な
す
点
は
こ
の
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
的
発
想
と
共
通
す

る
も
の
が
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
直
観
の
内
容
が
異
な
る
。
未
だ
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
仏
知
論
の
よ
う
な
合
理
論
的
立
場
に
な
っ
て

（

4
）
 

い
な
い
が
、
礼
拝
備
の
仏
陀
観
と
外
形
上
の
つ
な
が
り
が
な
い
こ
と
も
そ
の
観
を
深
く
す
る
。
そ
こ
で
も
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
評

釈
が
重
要
な
展
開
を
す
る
。

「
プ
ラ
マ

l
ナ
・
ヴ
ァ

I
ル
テ
ィ
カ
』
宗
教
章
で
ま
ず
第
三
節
に
、
婆
羅
門
教
的
聖
典
観
、
す
な
わ
ち
ミ
i

マ
l
ン
サ

l
学
派
が
啓

示
聖
典
を
、
「
過
去
・
現
在
・
未
来
の
も
の
、
微
細
な
も
の
、
遮
ぎ
ら
れ
て
い
る
も
の
、
遠
方
の
も
の
と
言
っ
た
類
い
の
対
象
を
知
ら
し

（

5
）
 

め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
反
対
し
、

一
切
知
の
無
意
味
さ
を
指
摘
し
て
実
践
知
の
根
源
た
る
仏
教
聖
典
を
顕
彰

す
る
。
言
葉
は
話
者
の
意
思
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
聖
典
も
同
じ
で
、
要
は
そ
の
話
者
た
る
仏
陀
が
有
情
の
抜
苦
を
願
う

慈
悲
者
な
い
し
そ
の
実
践
の
道
（
BMH円
程
『
）
を
教
示
す
る
救
済
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
証
明
さ
れ
る
有
情
の
認
識
根
拠

G
S
B凶ロ
ωl

σ
z
g｝
乙
で
あ
る
こ
と
だ
。
仏
陀
の
一
切
知
者
性
は
伝
統
的
な
徳
称
で
あ
る
が
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
が
明
確
に
「
無
意
味
な
り
」
と

（

6
）
 

し
た
為
、
後
世
は
一
切
知
の
た
め
の
一
切
知
と
有
意
義
な
一
切
知
を
弁
別
す
る
と
い
う
苦
肉
の
策
を
と
っ
た
。

さ
て
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
ア
ポ
l

ハ
論
で
一
般
的
言
語
論
を
構
築
し
、
そ
の
機
能
は
社
会
的
な
約
契
（

g口付。
S
F）
に
依
存
し

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

七



入

て
い
る
こ
と
を
種
々
の
実
例
か
ら
示
し
た
後
、
自
比
量
章
第
一
二
七
億
（
マ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
本
）
か
ら
宗
教
的
言
語
論
に
入
り
、
言
う
。

「
聖
語
（
芯
W
3
5）
は
善
き
方
策
と
結
合
し
て
人
の
利
を
示
す
も
の
で
あ
り
（
中
略
）
、
聖
者
（
創
立
ち
）
の
言
葉
は
誤
ま
り
な

き
点
で
（
比
量
と
）
等
し
い
故
に
、

不
可
見
の
対
境
の
知
ら
れ
ざ
る
に
対
し
て
彼
の
知
は
比
量
で
あ
る
と
（
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
師

が
）
述
べ
ら
れ
た
の
だ
。
因
と
共
な
る
捨
て
る
べ
き
こ
と
採
る
べ
き
こ
と
の
実
相
〔
四
聖
諦
〕
を
開
示
す
る
故
に
、
勝
義
を
誤

ま
ら
ざ
る
故
に
、
他
に
対
し
て
も
（
仏
知
は
）
比
量
と
な
る
。
（
中
略
〉
（
そ
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
〉
一
切
の
過
失
の
範

暁
は
有
身
見
守
主
｝
内
仙
苫
一
色
円
ω
丘
町
）
か
ら
生
ず
る
。
そ
れ
は
無
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
〔
自
己
〕
に
愛
着
し
、
そ
こ
か
ら
憎
悪

等
（
の
過
失
）
が
起
る
。
故
に
無
知
（
言
。
F
m
w
F
）
は
諸
過
失
（
応
。
ω
笹
）
の
根
本
で
あ
る
と
説
教
さ
れ
る
。
（
中
略
〉
前
者
を
断

ず
れ
ば
後
者
も
滅
す
る
か
ら
。
」
（
二
一
七
j
二
二
六
億
〉

や
は
り
デ
ィ
グ
ナ
l
ガ
同
様
、
仏
語
を
比
量
に
含
め
、
衆
生
が
見
出
せ
な
か
っ
た
苦
の
原
理
や
解
脱
の
道
を
見
得
し
て
、
言
葉
で

衆
生
に
示
す
こ
と
か
ら
、
と
す
る
。
宗
教
章
で
は
聖
典
の
中
か
ら
「
生
起
の
法
を
持
つ
も
の
は
滅
尽
の
法
を
持
つ

（

7
）
 

g
E
C己
ω百円出回何回ロロ
ω｝S
5
8
2
ω
B
Z
D
l
E
g
a
g
a
5
2
H
M呉
ω
B）
」
と
の
語
を
引
用
し
て
、
比
類
な
き
比
量
と
し
て
い
た
。

（
山
、

ω丹

｝
内
仲
間
同
の
芹

（

1
）
 

（

2
〉

北
川
秀
則
博
士
『
イ
ン
ド
古
典
論
理
学
の
研
究
』
九
二

l
九
三
頁
参
照
。

金
倉
園
照
博
士
『
イ
ン
ド
の
自
然
哲
学
』
一
七
二
頁
及
び
一
八
二
頁
参
照
。
パ

l
シ
ュ
パ
タ
神
学
を
と
り
入
れ
た
ニ
ヤ
l
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

i

シ
カ
派
で
は
ヴ
ェ
ー
ダ
も
主
宰
神
シ
ヴ
ァ
の
作
に
な
り
独
立
の
権
威
に
な
る
。
尚
、
フ
ラ
ウ
ワ
ル
ナ
l
門
下
で
ニ
ヤ
l
ヤ
・
ヴ
ア
イ
シ
ェ

l
シ

カ
の
神
論
を
研
究
し
て
き
た

G
・
チ
ェ
ン
パ
ラ
シ

l
氏
の
最
新
稿
「
ニ
ヤ
l
ヤ
・
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
に
お
け
る
ヴ
ェ
ー
ダ
の
権
威
」
を
若
原

雄
昭
氏
が
訳
し
て
い
る
（
『
仏
教
学
研
究
』
第
四
二
ー

l
四
三
号
）
。

金
倉
園
照
博
士
前
掲
書
一
六
八
頁
、
一
八
二
頁
お
よ
び
一
九
八
頁
参
照
。

小
著
前
掲
書
二
四
｜
二
五
頁
参
照
。

（

3
）
 

（

4
）
 



（

5
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

Q
・
F
・24司巳】
DOFZω
昨日
E
z
g
N
R
巴
Z
2
8
開
門

w
g
D
E
S
－oF
Z
己
旬
開

R
B
M
W
B
E
H
E
E
M
m
ω
・
5
ーロ

Q
・
。
・
回
答

5
5
8
p
ロ
R
ω
己主
g
g母
国
邑
昏
ω
（当－
o
D
H
匂∞。〉∞－

s－

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
パ

I
リ
文
献
で
法
を
見
得
し
た
比
丘
の
い
わ
ゆ
る
「
遠
塵
離
垢
の
法
眼
」
に
よ
る
信
仰
告
白
で
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
仏

伝
で
は
四
諦
の
現
観
に
変
っ
て
い
る
か
ら
、
『
ジ
ャ

l
タ
カ
・
マ
ー
ラ
ー
』
の
作
者
ア
l
ル
ヤ
・
シ
ュ

l
ラ
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ダ
ル
マ

キ
l
ル
テ
ィ
も
直
接
パ

i
リ
文
献
に
親
し
ん
で
い
た
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
小
著
前
掲
書
で
見
た
よ
う
に
他
の
箇
所
で
も
よ
く
そ
れ
を
踏

ま
え
て
い
る
。

語
・
非
人
為
説
批
判

と
さ
れ
（

ω日
E
B
－
－
y
g、

ミ
l

マ
i
ン
サ
l
学
派
に
よ
れ
ば
「
言
葉
と
意
味
の
結
合
は
本
来
的
な
も
の
（

2
8巳

tz－

ω
Z
E
σ
＆
丘
町
ω
ω
3
8
5
E昆｝
g
F〉」

（

1
）
 

シ
て
ハ
ラ
ス
ヴ
ァ

l
ミ
ン
に
「
非
人
為
的
官
官
民

5
3何
回
自
ど
と
註
釈
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
広

く
論
じ
た
ク
マ

l
リ
ラ
の
『
シ
ュ
ロ

l
カ
・
ヴ
ァ

i
ル
テ
ィ
カ
』

に
対
し
、
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
自
比
量
章
第
二
二
八
億
か
ら
反

駁
す
る
。

よ
っ
て
我
々
は
第
二
五
二
傷
前
半
侮
（
マ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
本
〉
迄
を
第
三

a
節
と
分
節
す
る
。

「
言
葉
の
誤
謬
因
た
る
過
失
は
人
間
に
依
る
故
に
、
非
人
為
的
な
も
の
が
正
し
い
意
味
を
持
つ
、
と
或
る
派
〔
ミ
l

マ
ン
サ
l
学

派
〕
は
主
張
す
る
。
（
し
か
る
に
）
言
葉
の
真
実
性
の
因
た
る
諸
徳
は
人
間
の
も
の
故
に
、
非
人
為
性
は
虚
妄
の
意
味
を
持
つ
こ

と
で
は
な
い
か
、
と
他
派
〔
仏
教
学
派
〕
は
主
張
す
る
。
」
（
二
二
七
｜
二
二
八
億
）

こ
れ
は
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
の
指
摘
に
よ
っ
て
『
シ
ュ
ロ

l
カ
・
ヴ
ァ
i
ル
テ
ィ
カ
』

H
章
六
一
ア
六
三
億
の
「
言
葉
の
過
失
は
ま

ず
話
者
に
依
っ
て
生
命
す
る
と
決
っ
て
い
る
」
云
々
を
見
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
六
八
、
七
一
、
七
二
、
八
九
、
九

（

2
）
 

O
侮
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
人
に
徳
性
（
問
ロ
ロ
ω『
）
あ
り
と
し
て
、
仏
陀
が
菩
薩
時
代
の
修
業
に
よ
っ
て
報
身

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

九



。

を
受
け
た
縁
起
的
実
有
と
解
釈
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
宗
教
章
で
同
）

5
5削
E
l
σ
F
D
S
F
の
ず
F
E与
を
生
じ
滅
す
る
無
常

な
身
と
解
釈
し
た
こ
と
と
同
じ
く
、
も
ち
ろ
ん
一
切
有
の
刺
那
滅
性
と
い
う
哲
学
と
組
離
し
な
い
。

「
意
味
（

RFω
『
）
を
知
ら
し
め
る
因
は
約
契
（
窓
口
w
o
S
F〉
で
あ
る
か
ら
、
人
間
に
依
存
す
る
。
ま
た
言
葉
が
非
人
為
性
で
は

そ
れ
か
ら
虚
妄
性
が
発
生
す
る
。
（
語
義
の
〉
結
合
（
gBσ
自己
Z
F）
が
非
人
為
的
で
あ
れ
ば
、
（
対
象
の
）
認
知
が
（
協
約
で
）

知
ら
れ
ざ
る
う
ち
に
あ
ろ
う
。
約
契
か
ら
そ
れ
が
顕
現
す
れ
ば
、
他
の
（
誤
ま
っ
た
）
分
別
は
起
ら
な
い
。
」
（
二
二
九
！
二
三

O
侮〉

ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
は
言
葉
の
意
味
を
社
会
的
な
約
契
に
依
る
と
見
た
。
言
葉
は
概
念
と
い
う
一
般
性
を
対
象
に
し
、

ヴ
ァ
イ

シェ

l
シ
カ
派
や
説
一
切
有
部
と
異
な
っ
て
観
念
的
な
仮
構
の
世
界
と
見
た
経
量
部
的
考
え
か
ら
、
言
葉
の
持
つ
世
間
的
有
用
性
（
通

如
し
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

用
性
）
を
社
会
的
約
契
の
所
産
と
し
た
の
で
あ
る
。
複
数
の
対
象
で
も
約
契
が
あ
れ
ば
「
六
都
派

H
Sロ
E
窓
口
」
と
単
数
で
表
わ
す

ひ
と
り
で
も
「
娘
U
門
店
同
製
」
と
複
数
で
述
べ
る
如
く
、
と
。
（
自
比
量
章
第
六
九
偏
）
既
に
見
た
よ
う

に
ミ
i

マ
l
ン
サ

l
学
派
は
言
葉
と
意
味
の
結
合
を
無
始
爾
来
と
し
、
た
と
え
ば
「
ア
グ
ニ
・
ホ
l
ト
ラ
」
な
る
言
葉
が
特
定
の
祭

式
を
意
味
す
る
こ
と
は
現
量
等
の
人
知
の
及
ば
ざ
る
所
と
言
う
。
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
は
こ
の
結
合
関
係
を
、
言
葉
の
本
来
の
持
っ
て
い

（

4
）
 

る
力
能
（

E
E
F
M
1（

vm可
一
己
創
〉
と
し
た
。

「
言
葉
が
（
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
）

一
義
に
決
定
し
て
い
れ
ば
、
他
義
を
解
し
得
な
い
だ
ろ
う
。
多
義
が
結
合
し
て
い
れ
ば
矛
盾
す

る
も
の
を
理
解
す
る
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
し
て
非
人
為
性
か
ら
は
無
意
味
な
分
別
が
起
ろ
う
。
表
詮
内
容
〔
音
ゆ
思
〕
は
さ
ま
ざ

ま
（
の
語
義
）
を
決
定
し
て
結
合
す
る
因
で
あ
る
。
」
つ
三
二
｜
二
三
二
億
）

言
葉
は
本
来
混
沌
状
態
で
あ
っ
て
、
語
義
の
結
合
は
一
定
で
は
な
い
。
話
者
の
意
思
（
与
E
胃
身
各

H
i
g
g
g
に
よ
っ
て
語
義



が
表
詮
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
約
契
に
も
沿
っ
た
も
の
だ
。
宗
教
章
第
一

a
節
で
も
、
言
葉
か
ら
の
認
識
（
白
σ己
中
古
凶
ロ

ω
E）

は
話
者
の
意
思
に
対
し
て
の
み
妥
当
性
を
持
つ
と
さ
れ
、
語
義
の
先
験
的
結
合
が
こ
こ
で
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
言
葉
で
火
を
説
く

も
舌
を
焼
か
な
い
非
実
相
性
は
「
名
・
句
・
文
」
を
実
有
の
法
に
非
ず
と
し
た
誓
喰
者
、
す
な
わ
ち
経
量
部
的
傾
向
の
人
々
の
説
く

（

5
〉

所
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
こ
の
点
で
も
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
は
経
部
的
で
あ
る
。

「
人
々
に
協
約
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
（
言
葉
は
）

こ
れ
は
直
接
警
喰
的
に
象
の
休
浴
と
な
ろ
う
。
」
（
二
三
三
億
）

一
切
無
意
味
に
な
ろ
う
。
協
約
（

g
B呉川
WSF）
に
よ
っ
て
認
知
す
れ
ば

こ
れ
は
総
括
侮
（

gpmgF弘
－
。
付
与
）
で
、
次
か
ら
ス
ポ
l
タ
説
批
判
を
交
え
る
。
象
が
泥
を
付
け
て
は
ま
た
水
で
落
す
よ
う
に
、

何
度
も
協
約
し
て
有
意
性
を
持
た
せ
る
の
だ
、
と
の
意
味
。
（
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
）

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

わ
同
・
司
吋
山
口
項
目
凶
ロ
ロ
m
w
F
m
w
・
ω・0
・
ω・
ω品
1ω
印

ω
Z
W
R
M
F
2
E
S〈出品｝岳山刊
U

O同

d
Bぐ
mw
｝S
（
冨
包

Eω
冨
戸
）
版
等
と
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
の
所
引
の
文
で
は
七
一
備
に
〈
R
E
E
な
所
が
あ

る
。
九
二
億
等
も
引
く
o

h
戸

間

同

ロ

巳

s
m
o
E日

1
口
付
倒
。
己
・

σ凶
可
印
川
山
口
付
円
山
門
司
似
て

ωロ
何
回
（
〉
＝

ω｝
高
ず
山
門
凶

5hpω
）
匂
・
品
。
品
品
。
日

小
著
前
掲
書
三
八
頁
参
照
。

中
村
博
士
前
掲
書
二
一
二
二
二
三
頁
参
照
。

金
倉
博
士
「
印
度
中
世
精
神
史
上
』
七
二
｜
七
四
頁
参
照
。

（

1
）
 

（

2
）
 

続

（

1
）
 

「
ス
ポ
l
タ
」
と
い
う
語
を
用
い
始
め
た
人
は
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
で
あ
る
よ
う
だ
。
彼
は
言
葉
を
音
声
と
い
う
顕
現
し
た
性
質
と
ス

ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論



ポ
l
タ
（
岳
町
。
S
F）
と
呼
ぶ
本
質
に
分
析
し
た
。
「
吐
露
」
を
意
味
す
る
こ
の
奇
妙
な
名
が
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
に
よ
っ
て
形
而
上
化
さ

れ
、
言
葉
自
体
と
言
う
べ
き
位
置
に
高
め
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
語
ブ
ラ
フ
マ
ン
論
者
で
あ
る
か
ら
、
ス
ポ
l
タ
は
最
高
原
理
で
あ
る
。

ク
マ

1
リ
ラ
も
「
シ
ュ
ロ

l
カ
・
ヴ
ァ

l
ル
テ
ィ
カ
』

で
一
篇
を
充
て
て
論
じ
た
が
、
ダ
ル
マ
キ
！
ル
テ
ィ
は
そ
の
よ
う
な
言
語
本

体
論
を
駁
す
。

「
結
合
す
る
（
言
葉
は
）
無
常
で
あ
る
か
ら
、
結
合
に
常
住
性
は
な
い
。
故
に
意
味
と
の
協
約
は
人
々
に
よ
っ
て
分
別
的
に

（己
EM1助
一
）
な
さ
れ
る
の
だ
。
意
味
と
の
（
結
合
が
）
生
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
（
結
合
）
自
体
と
違
う
も
の
は
言
葉
に
具
わ
ら
な
い
。
」

（
一
二
二
四
｜
二
三
六

a
偏）

意
味
と
言
葉
の
結
合
つ
ま
り
語
義
は
人
為
的
な
も
の
す
な
わ
ち
社
会
的
協
約
（

g
B失問
g
e
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
言
葉
が
作

ら
れ
な
い
も
の
か
作
ら
れ
た
も
の
か
と
い
う
先
の
議
論
も
ス
ポ
l
タ
説
と
協
約
説
の
論
争
で
も
あ
る
。

「
人
々
に
分
別
さ
れ
た
結
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
過
失
は
存
在
し
な
い
。
（
敵
者
日
く
）
結
合
は
永
遠
な
る
故
に
所
依
（
た
る
言

葉
〉
が
滅
し
て
も
（
意
味
は
〉
滅
し
な
い
、
類
（
〕
仙
昨
日
『
〉
の
如
く
に
、
と
せ
ば
（
応
え
る
。
〉
永
遠
の
も
の
に
対
し
て
（
言
葉
が
）

所
依
の
力
能
を
持
つ
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
（
認
め
ら
れ
れ
ば
〉
所
依
で
あ
る
。
」
（
二
三
六

b
l二
三
七

a
備〉

永
遠
不
変
の
も
の
は
如
何
な
る
作
因
も
必
要
と
し
な
い
し
、
影
響
も
受
け
な
い
と
い
う
定
理
を
考
え
て
い
る
。
「
類
」
は
「
実
体
」
、

（

3
）
 

「
運
動
」
と
共
に
ヴ
ァ
イ
シ
ェ

l
シ
カ
的
範
瞬
論
を
パ

I
ニ
ニ
な
ど
言
語
学
派
が
援
用
し
た
よ
う
だ
。

「
知
を
発
す
る
諸
因
が
共
働
縁
と
し
て
結
合
す
る
故
に
、
そ
れ
か
ら
発
す
る
力
あ
る
も
の
と
し
て
、
（
言
葉
の
〉
発
生
は
顕
現

（〈
M1ω
‘
一
｝
内
巴
｝
乙
で
あ
る
と
、
瓶
等
に
対
し
て
も
道
理
を
知
る
者
は
認
め
る
。
変
異
し
な
い
も
の
は
非
差
別
だ
か
ら
、
（
そ
の
〉
表
示

者
た
る
自
分
に
よ
っ
て
如
何
な
る
意
味
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
か
。
前
者
〔
言
葉
〕
に
よ
っ
て
後
者
〔
意
味
〕
が
（
明
ら
か
に



さ
れ
る
と
）
考
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
。
」
（
二
三
七

b
i二
三
九

a
侮〉

中
村
元
博
士
は
『
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
i
ナ
』
で
ス
ポ
l
タ
が
最
高
我
で
あ
り
そ
れ
に
よ
っ
て
言
葉
が
顕
現
す
る
守
苫
－
一
一
守
主
命
〉

（

4
）
 

と
言
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
不
滅
の
本
体
か
ら
の
「
顕
現
」
を
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
な
ど
は
考
え
て
い
た
の
に
対
し
、
ダ

ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
は
話
者
の
意
思
等
の
因
縁
か
ら
起
る
も
の
と
考
え
る
。
言
葉
は
照
ら
す
も
の
（
胃
兵
銀
ω付
与
）
、
「
瓶
」
等
対
象
〔
意

味
〕
は
照
さ
れ
る
も
の
、
と
言
う
が
、
そ
の
「
意
味
」
は
協
約
に
沿
っ
て
話
者
の
意
思
を
表
現
し
た
も
の
と
考
え
る
か
ら
、
「
瓶
等
に

対
し
て
道
理
を
知
る
者
」
と
自
称
す
る
。

「
結
合
が
実
有
な
ら
ば
、
（
実
有
の
）
別
異
性
か
ら
、
（
言
葉
か
ら
の
〉
知
に
種
々
性
が
あ
ろ
う
。
（
言
葉
と
意
味
の
〉
両
者
も
非

差
別
な
れ
ば
、
両
者
の
み
あ
っ
て
、
（
結
合
自
体
は
な
か
ろ
う
。
）
こ
の
（
言
葉
と
意
味
の
）
実
有
よ
り
他
の
認
識
は
な
い
（
筈

だ
〉
。
実
相
（
ぐ

g
g
l
Z宮
町
）
は
種
々
だ
か
ら
、
『
結
合
』
は
虚
妄
分
別
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
。
」
（
二
三
九
b
｜
二
四

O

イ易
ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
に
と
っ
て
実
有
と
は
個
物
す
な
わ
ち
固
有
相
を
持
つ
も
の
で
、
類
的
な
一
般
相
を
持
た
な
い
。
百
歩
譲
っ
て

言
葉
と
意
味
を
実
有
と
し
て
も
両
者
の
結
合
自
体
が
実
有
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
、
と
。

「
（
さ
も
な
け
れ
ば
〉
有
な
る
実
体
が
他
に
依
存
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
結
合
が
他
に
属
す
る
と
は
如
何
。
音
節
（
〈
向
ロ
何
回
『
）
は

無
意
味
で
あ
っ
て
単
語
等
が
（
意
味
あ
り
と
）
分
別
さ
れ
よ
う
。
（
し
か
し
）
非
実
な
も
の
に
ど
う
し
て
こ
の
実
有
な
る
も
の
の

結
合
が
存
在
す
る
の
か
。
」
（
二
四
一
ー
ー
二
四
二

a
偏）

独
立
自
存
性
を
以
っ
て

g
g
g
E
E
で
あ
る
の
に
、
他
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
「
結
合
」
と
は
何
か
、
と
榔
撤
す
る
。
音
節
ひ

と
つ
ひ
と
つ
は
未
だ
意
味
が
な
い
が
単
語
に
な
る
と
意
味
を
持
っ
て
き
て
、
結
合
の
実
体
性
が
わ
か
る
と
い
う
な
ら
、
音
節
と
い
う

ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論



四

無
意
味
な
も
の
の
集
合
も
無
意
味
で
は
な
い
か
、
と
問
う
。

「
又
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
）
作
者
に
は
非
人
為
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
聖
伝
で
は
な
い
か
ら
、
と
い
う
の
だ
。
こ
れ
に
も
反
復
し
て

唱
え
る
者
が
居
る
の
だ
か
ら
、
（
聖
伝
で
は
な
い
か
。
）
喝
／

こ
の
一
面
の
暗
闇
よ
／
」
（
二
四
二

b
｜
二
四
コ
互
侮
）

た
と
え
ば
ヴ
ェ
ー
ダ
の
詩
人
カ
ン
ヴ
ァ
仙
な
ど
は
啓
示
と
し
て
聞
い
た
（
腎

E
F）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
に
祭
官
の
口
、
ず
か

ら
代
々
伝
え
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
味
。

「
当
の
人
聞
が
他
か
ら
聞
か
な
い
で
そ
の
音
節
と
単
語
の
次
第
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
他
も
ま
た
（
別
の
師
か
ら

ヴ
ェ
ー
ダ
を
学
ぶ
）
と
或
る
者
〔
ク
マ

l
リ
ラ
〕
は
言
う
。
或
い
は
他
者
の
著
作
が
他
の
教
師
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て

あ
る
こ
と
が
経
験
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
為
的
と
推
量
さ
れ
な
い
如
何
な
る
事
由
が
語
ら
れ
る
の
か
。
」
（
二
四
三

b
｜
二
四

五

a
偶）

カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
は

『
シ
ュ
ロ

l
カ

ヴ
ァ

i
ル
テ
ィ
カ
』

V
章
の
〈
削
｝

q
ω
l
S
S
E－己
O
B
F
の
一
三
ハ
六
億
の

Ea仏
ωω可
凶
品
目

｝
同

3
3
5
5
8
3
ω
B
m
R
g
S
3
3
5
E
2
m
w
w
ω
B
J
1
0内
百
円
皆
吉

3
5ぐ
仰
の
可

ω片
品
仏
州
丘
町
ロ
ロ
削
色
町
可
ミ

ω
S
S
M－ω吾
刊
を
引
用

（

6
）
 

す
る
。
作
者
は
伝
え
ら
れ
ず
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
相
承
す
る
の
み
と
主
張
す
る
が
、
ま
さ
に
作
者
か
ら
代
々
伝
え
て
き
た
の
だ
、
と
、

敵
者
の
語
を
援
用
す
る
。
或
い
は
ま
た
註
釈
者
の
例
え
で
は
カ
l
リ
ダ
l
サ
の
「
ク
マ

l
ラ
・
サ
ン
パ
ヴ
ア
』
が
習
わ
れ
ず
に
あ
っ

て
も
彼
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
承
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
の
有
は
争
え
な
い
、
と
。

「
そ
れ
と
同
種
で
そ
れ
か
ら
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
は
不
異
同
一
で
あ
る
。
火
と
薪
の
如
し
。
他
な
る
現
認
し
て
い
な
い
因
も

そ
れ
を
起
す
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
（
の
理
）
に
対
し
て
（
作
詩
と
伝
承
の
〉
別
異
性
を
開
示
し
な
い
で
（
学
習
と
い
う
〉

結
果
の
相
似
性
を
開
示
す
る
故
に
、
（
敵
者
の
〉
展
開
す
る
証
因
す
べ
て
は
混
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
二
四
五

b
l二
四
七

a



イ易
作
詩
と
伝
承
は
薪
か
ら
火
が
起
る
よ
う
に
同
類
項
で
あ
る
。
薪
が
見
え
な
く
て
も
火
の
因
と
人
は
見
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
の
学
習
の
資

（

7
）
 

嗣
相
承
と
い
う
結
果
だ
け
を
ク
マ

l
リ
ラ
は
強
調
し
て
、
作
者
と
い
う
異
な
っ
た
因
を
隠
蔽
す
る
か
ら
、
啓
示
と
い
う
テ
l
ゼ
の
証

因
は
す
べ
て
混
乱
し
て
い
る
と
言
う
。

「
い
ず
れ
に
せ
よ
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
師
を
）
無
限
に
定
立
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

か
く
て
非
人
間
的
所
依
は
（
言
葉
に
は
）
な
い
の

だ
。
故
に
（
ヴ
ェ
ー
ダ
が
）
非
人
為
性
と
な
れ
ば
、
他
（
の
教
証
の
聖
典
〉
も
所
依
が
な
く
（
啓
示
と
）
な
ろ
う
。
蛮
人
等
の

言
葉
や
異
教
徒
の
語
も
、
無
始
な
る
故
に
真
実
の
も
の
と
な
る
。
過
去
の
協
約
の
相
続
の
故
に
。
そ
の
よ
う
な
も
の
に
非
人
為

性
（
山
古
川
凶

R
5
3
ω
B）
が
証
明
さ
れ
て
も
如
何
な
る
徳
が
あ
る
の
か
。
」
（
二
四
七
b
｜
二
四
九
億
）

「
過
去
の
協
約
の
相
続
」
と
は
言
葉
か
ら
成
る
聖
典
が
信
徒
の
聞
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

ク
マ

l
リ
ラ
の

論
法
で
は
人
は
伝
え
る
だ
け
だ
か
ら
、
作
っ
た
の
は
神
も
し
く
は
神
の
啓
示
を
受
け
た
人
間
、
も
し
く
は
形
而
上
的
な
永
遠
の
有
と

し
て
の
実
在
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

「
意
味
の
協
約
の
別
異
を
経
験
す
る
か
ら
、
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
非
人
為
性
は
）
愈
々
疑
問
が
あ
る
。
（
ヴ
ェ
ー
ダ
の
）
音
節
は
他
〔
世

誼
巴
と
異
な
ら
な
い
か
ら
、
（
そ
の
非
人
為
性
を
）
定
立
す
る
の
に
成
果
が
あ
ろ
う
か
。
種
々
の
文
章
は
音
節
か
ら
存
在
す
る
の

で
は
な
い
。
知
覚
さ
れ
な
い
か
ら
。
多
な
る
部
分
を
本
質
（
営
5
8
と
す
る
な
ら
、
別
異
な
る
そ
れ
ら
（
単
語
な
ど
〉
は
無
意

味
と
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
性
質
に
非
ざ
る
（
単
語
）
に
対
し
て
そ
の
性
質
を
分
別
す
る
の
だ
。
（
少
年
は
）
獅
子
だ
、
な
ど

と
。
」
（
二
五

O
｜
二
五
二

a
傷〉

獅
子
で
な
く
て
も
元
気
な
「
少
年
は
獅
子
だ
宮
古
忌
。
日
凶

g
g
r与
）
」
と
誓
喰
的
に
言
う
の
は
協
約
に
非
ず
し
て
何
ぞ
や
。

ア・

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

五



一
六

プ
リ
オ
リ
な
存
在
な
ら
言
葉
に
異
解
は
生
じ
な
い
だ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
サ
！
ヴ
ィ
ト
リ
l
歌
の

E

門主

g
i
z円
〈
州
肖

8
3
5
σ
E円
問
。
己
ぬ
ぐ

ωω
可
山
岳
民

g
m
w
z
a比
三

可

。

ロ

mwF℃
片
山
円
。
円
宮
司
副
丹
3

「
サ
ヴ
ィ
ト
リ
神
の
秀
れ
た
る
あ
の
栄
光
を
得
ん
こ
と
を
。
そ
れ
は
我
ら
の
知
慧
を
励
ま
さ
ん
こ
と
を
。
」
を
本
歌
と
し
て
と
っ
た
ル

ド
ラ
・
ガ
i
ヤ
ト
リ
l
の、

E
件

ω仲
間
百
円
ロ

ω
ω
3
J刊

日
仏
同

H
g
F
O
B各
注
。
〈
仙
吉
弘
E
B各
ご

8
8
2円

四

E
F
H）
吋
虫
色
ミ
曽
ョ

「
か
の
神
格
を
認
識
せ
ん
、
大
み
神
を
膜
想
せ
ん
。
そ
れ
を
ル
ド
ラ
は
我
ら
に
励
ま
せ
。
」

は
、
白
骨
出
向
凶
E
の
意
味
を
異
に
し
て
い
る
。
三
類
語
根
べ
｜
門
医
削
（
持
つ
〉

の
ア
オ
リ
ス
ト
願
望
法
の
一
人
称
複
数
だ
っ
た
も
の
が
、

二
類
語
根
大

l
S日
（
考
え
る
〉
の
直
接
法
一
人
称
複
数
に
な
っ
て
い
る
。
同
語
中
の
別
異
の
用
法
が
こ
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
、
同

じ
歌
に
つ
い
て
も
異
な
る
解
釈
が
あ
る
こ
と
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
無
い
。
ダ
ル
マ
キ
i
ル
テ
ィ
は
こ
の
よ
う
な
現
象
を
人
為
的
な
成

り
立
ち
に
よ
る
証
し
と
見
る
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
『
ヨ
ハ
ネ
伝
』
冒
頭
の
、
「
は
じ
め
に
言
葉
が
あ
っ
た
。
言
葉
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。

神
は
言
葉
で
あ
っ
た
」
と
し
、
宗
教
的
言
語
論
の
一
典
型
と
な
る
。
パ
ル
ト
リ
ハ
リ
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
る
と
し
た
。
ダ
ル
マ
キ
l

（

8
）
 

ル
テ
ィ
は
こ
れ
以
後
も
言
葉
の
形
而
上
学
を
破
し
て
ゆ
く
が
、
許
さ
れ
た
紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、
残
余
は
第
二
回
国
際
ダ
ル
マ
キ
l

ル
テ
ィ
学
会
（
一
九
八
九
年
、
於
ウ
ィ
ー
ン
大
学
）
で
報
告
す
る
。

（

1
）
 

中
村
博
士
前
掲
書
二
五
八
頁
参
照
。
尚
ダ
ル
マ
キ
l
ル
テ
ィ
の
ス
ポ
l
タ
説
批
判
を
弁
駁
し
た
マ
ン
ダ
ナ
・
ミ
シ
ュ
ラ
の
『
ス
ポ
l
タ
・
シ
ッ

デ
ィ
』
に
つ
い
て
、
伊
原
博
士
「
仏
教
と
文
典
派
」
（
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
二
十
六
号
〉
参
照
。
マ
ン
ダ
ナ
を
カ
ル
ナ
カ
ゴ

l
ミ
ン
は
多
々

反
駁
し
て
い
る
。

マ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
本
二
三
四
b
備
は
ニ
ョ

l
リ
本
で
は
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
と
共
に
釈
文
に
含
め
る
。
我
々
も
本
偶
か
ら
除
い
た
。

Q
－

dσ
・
ロ
再
開
。

（

2
）
 



。
門
戸

ω
N
Gず
w
A
F

・

金
倉
博
士
前
掲
書
五
六

l
五
七
頁
、
中
村
博
士
前
掲
書
二
五
六
頁
参
照
。

中
村
博
士
前
掲
書
二
六

O
頁
。
但
し
『
パ

l
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ

l
ナ
』
の
方
が
バ
ル
ト
リ
ハ
リ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
マ
ク
ド

ネ
ル
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
学
史
』
（
木
村
訳
）
二
四
四
頁
参
照
。

中
村
博
士
前
掲
書
二
二

O
頁。

同
mwgmwω
問。自由
l

口
｝
内
削
℃
・
止
。
・

－σ日門
戸
匂
・
品
仏
ω
l
A
F
品
品
・

残
余
の
目
次
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

第
三

b
節
（
二
五
二

b
！
二
七
二

a
偶〉

第
三

c
節
（
二
七
二

b
l二
八
七

a
偶）

第
三

d
節
（
二
八
七

b
l三
O
五

a
侮）

第
三

e
節
（
三

O
五

b
i三
四
三

a
偏〉

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
〉

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

ダ
ル
マ
キ

l
ル
テ
ィ
に
お
け
る
宗
教
的
言
語
論

ス
ポ

i
タ
説
批
判

言
葉
の
無
常
性

ヴ
ェ
ー
ダ
の
人
為
性

言
語
論
総
括

七



RELIGIOSE SPRACHTHEORIE 

DHARMAKIRTIS 

Toshihiko KIMURA 

Im Pramanavarttikam erlautert Dharmakirti, daB die Funktion der Spra-

che im Ausdriicken der Gedanken des Sprechers liege ; die W orte selbst einer 

gesellschaftlichen Obereinkunft entstammen, aber eigentlich keine W ahrheit 
als metaphysische Bedeutung. Dies ist eine Widerlegung der W ahrheitstheo-

rien der V eden. Die Autoritat der heiligen Schriften, die religiosen W orte 

beinhalten, leitet sich daher von der Autoritat des Heiligen ab, der diese 
heiligen Schriften zusammengestellt hat. Der Brahmanismus, der die meta-

physische W ahrheits der W orte (sabdah) als Ausdruck der tatsachlichen Ob-

jekte erklart, wird durch die Apoha-Theorie widerlegt. In dieser 
Verδ旺entlichungwird eine linguistische Theorie des Dharmakirti berichtet, die 

der logischen Theorie und der Apoha-Theorie im Svarthanumana Kapitel des 

Pramanav忌rttikamfolgt. In den dritten i.e. letzten Abschnitt wird die Bezie-
hung zwischen Religion und Sprache diskutiert ; es wurde eine religiδse Lin-

guistik entwickelt. Unter Beriicklichtigung dieser Aspekte wird die Theorie 

des Brahmanismus, welche die nicht-kiinstliche Bedeutung der Worte, das ist, 

der V eden betont, durch seine Sprachtheorie hier kritisiert. 




